
 

令和２年度岡山市学力アセスの結果について 

 

 

 

１ 調査の目的 

○ 児童生徒一人一人が自己の学習状況を把握し，今後の課題を明確にする。 

○ 調査結果を活用し，各校において教科研究の推進及び授業改善を図る。 

○ 児童生徒の学力状況を把握し，教育施策に反映する。 

○ 問題作成及び結果分析を教員が行うことによって，人材育成及び資質向上を図る。 

  

２ 調査の実施期間  令和２年６月（新型コロナウイルス感染症対策のため実施期間を１ヵ月とし，

各学校で実施日を設定） 

 

３ 調査の対象    岡山市立小学校第４・５学年児童  岡山市立中学校第１・２学年生徒 
（小学校第６学年及び中学校第３学年は，全国学力・学習状況調査を実施する予定であったが，今年度は，中止） 

 

４ 調査の内容  

（１）調査対象  小学校・・・国語・社会・算数・理科及び質問紙 

  中学校・・・国語・社会・数学・理科・英語及び質問紙 

（２）出題内容等 

ア 学習指導要領に示された目標及び内容に基づき， 出題範囲は， 実施学年の前学年までの学習内容 

イ 基礎的・基本的な知識・技能及び思考力・判断力・表現力等にかかわる内容を出題 

 

５ 結果の概要 

学力調査により，全体の３分の１で前年度の平均正答率を上回っており，長期の臨時休業による

大きな影響はなかったと考えられる。 

また，意識調査により，中学校第２学年では，「授業の分かりやすさ」や「家庭学習の取り組み

方」などの項目で改善しており，本市が進めてきた授業改善や家庭学習の取組が中学生になって大

きな成果として表れてきていると考えられる。 

今後，新しい生活様式による学校生活や授業スタイルの変化が，児童生徒の学力に影響を与えて

いくことも考えられるため，継続して注視していく必要がある。 

 

６ 実施状況 

校種区分 対象校数 対象学年 受検者数 

岡山市立小学校 89校   
第４学年 6,103名   

第５学年 5,995名   

岡山市立中学校 38校   
第１学年 5,581名   

第２学年 5,457名   

総 計 127校    23,136名   

 

７ 平均正答率                       数値は％ （  ）内は前年度 

 学年 国語 社会 算数・数学 理科 英語 

 

平均正答

率 

小４年 61.5(69.9) 70.3(78.1) 63.0(69.1) 70.2(68.0)  

小５年 65.1(68.3) 69.0(74.9) 61.7(62.8) 59.2(67.6)  

中１年 63.9(78.6) 62.1(67.2) 62.9(67.3) 58.2(57.8) 86.1(80.5) 

中２年 66.3(77.7) 70.6(64.2) 57.1(56.3) 61.3(60.4) 64.7(66.2) 
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調査の概要                               岡山市教育委員会
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正答の状況（正答率度数分布）
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○ 国語の結果から分かること 
（小学校） 

◇ 成果 漢字辞典の使い方を理解すること ◆ 課題 相手や目的に応じて分かりやすく
書くこと 

＜小５の問題＞ 
 

 
 
 
 
 
平均正答率 ７２．８％ 
（Ｈ３１年度６１．７％） 
 

＜小５の問題＞ 
 

 
 
 
 
平均正答率 ４７．８％ 
（Ｈ３１年度５３．８％） 
 

 
◆ 国語の指導の改善に向けて 

◇ 漢字辞典の使い方や修飾語・被修飾語の関係など，言葉の特徴や使い方に関する知識が身に付い
てきている。辞書の利用については，引き続き他の教科等の中でも積極的に利用できるようにして
いくことが大切である。 

◇ 「書くこと」に関する問題では，文末表現に留意しながら書くことついては改善傾向が見られた
が，必要な情報を入れながら書くことについては依然として課題が残る。授業の中で，「書く」条
件をしっかり意識させながら活動に取り組ませることが求められる。 
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○ 国語の結果から分かること 
（中学校） 

◇ 成果 文章で効果的に使われている表現技
法を選ぶこと 

◆ 課題 伝えたい事柄について考えの根拠を
明確にして書くこと 

＜中２の問題＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平均正答率 ４３．０％ 
（Ｈ３１年度３０．０％） 
 

＜中２の問題＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
平均正答率 ４５．１％ 
 

 
◆ 国語の指導の改善に向けて 

◇ 文章で効果的に使われている表現技法の理解について改善傾向が見られた。引き続き，それぞれ
の表現技法のよさを実感できる活動を取り入れていくことが求められる。 

◇ 書くことに関する問題では，根拠を明確にしながら自分の考えを書くことに課題が見られた。根
拠を明確にするためには，自分の考えが確かな事実に基づいたものであることを示すために資料等
を用いることがある。根拠を自分の文章に中に記述することの必要性を感じることのできる活動
を，系統的，継続的に行っていく必要がある。 
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○ 社会の結果から分かること 
（小学校） 

◇ 成果 都道府県の特徴と名称を理解している。 
＜小５の問題＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平均正答率 ９２．６％（Ｈ３１年度 ８２．２％） 
◆ 課題 岡山県にある主要な交通網を資料から読み取ることができる。 
＜小５の問題＞ 

 
平均正答率 ５５．２％（Ｈ３１年度７６．４％） 

 
◆ 社会の指導の改善に向けて 

◇ 都道府県の特徴や名称，岡山市の位置など，個別の事実等に関する知識を身に付けることはでき
ているが，文章と関連付けながら地図上から必要な情報を読み取ることに課題がある。 

◇ 地図帳や資料を活用し，岡山県の交通網や主な都市の位置などを調べたり，白地図などにまとめ
たりする学習活動を取り入れていくことが大切である。 
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○ 社会の結果から分かること 
（中学校） 

◇ 成果 縄文時代の様子について資料を基に判断することができる。 
＜中２の問題＞ 

 
 
平均正答率 ９５％ 
◆ 課題 資料の情報を基に，地域名を判断することができる。 
＜中２の問題＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
平均正答率 ４４．９％ 

 
◆ 社会の指導の改善に向けて 

◇ 各時代の特徴を表す個別の事実等に関する知識の定着は高いことが伺えるが，地図や資料などか
ら情報を読み取り，判断することに課題がある。 

◇ 学習課題を設定したり，追究したりする過程において，生徒自身が複数の資料を関連付けて考え
たり，判断したりすることができるようにしていくことが大切である。 
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○ 算数の結果から分かること 
（小学校） 

◇ 成果  
Ｌ字型の面積を求める式を考えることができる。 

◆ 課題  
４桁の整数の大小について理解している。 

＜小５の問題＞ 

平均正答率  
ア ８１．９％ （目標値 ８０％） 

   イ ８０．１％ （目標値 ８０％） 
   ウ ８０．５％ （目標値 ８０％） 
 

＜小４の問題＞ 

 
平均正答率  

４．８％ （目標値 ５０％） 
 
Ｈ３０類似問題【平均正答率】 
  １３．８％ （目標値 ９０％） 

 
◆ 数学の指導の改善に向けて 

◇ 数のまとまりに着目し，手際のよい比べ方を考えることができていない。数を比べたり，数え直
したりすることが容易になるように，工夫して数える必要があるため，数のまとまりに着目させる
ことの良さに気付くことができるような指導の改善が求められる。 
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○ 数学の結果から分かること 
（中学校） 

◇ 成果  展開図の重なる辺や点について答 
えることができる。 

◆ 課題  比例の式からグラフ上の点を求
めることができる。 

＜中２の問題＞ 

 
平均正答率  
  （１）９１．９％ （目標値 ９０％） 
  （２）８１．８％ （目標値 ７０％） 

＜中２の問題＞ 

 
平均正答率  

３３．３％ （目標値 ７０％） 
 
Ｈ３０類似問題【平均正答率】 
  ４６．６％ （目標値 ７０％） 
Ｈ２９類似問題【平均正答率】 
  ４４．６％ （目標値６０％） 
 

 
◆ 数学の指導の改善に向けて 

◇ 座標の意味を理解し，座標を用いることによって，グラフを点の集合として表したものであ
るという理解を進めることが重要であると考えられる。表，式，グラフを用いて表すとき，こ
れらを別々のものとして扱うのではなく，これらの表し方を相互に関連付けて理解できる授業
の工夫が必要である。 
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○ 理科の結果からわかること 
（小学校） 

◇ 成果 日なたでの地面の温度の正しい測り
方が分かる。 

◆ 課題 ⻑時間モーターを動かすのは，並列
つなぎであることが分かかる。 

＜小４の問題＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平均正答率 
   ９３．２％（目標値 ８０％） 
 
Ｈ２９類似問題【平均正答率】 
   ８９．７％（目標値 ８０％） 
 

＜小５の問題＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平均正答率 
   ４１．０％（目標値 ７０％） 
 
Ｈ３１類似問題【平均正答率】 
   ３４．３％（目標値 ７０％） 
 
Ｈ３０類似問題【平均正答率】 
   ４４．４％ 

 
◆ 理科の指導の改善に向けて 

◇ 乾電池のつなぎ方を変えると，電流の大きさや向きが変わり，モーターのまわり方が変わること
の理解に課題がある。電気の流れを理解させるとともに，条件を整理しながら実験を行うことが必
要である。 
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○ 理科の結果から分かること 
（中学校） 

◇ 成果 酸素を検出する方法を指摘できる。 
     光合成のしくみを理解している。 

◆ 課題 ある地点の地層の重なりのようす
を，地層の傾きから推測することができる。 

＜中２の問題＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平均正答率 
 （３）８２．２％（目標値 ７０％） 

（４）７０．１％（目標値 ７０％） 
Ｈ３１類似問題【平均正答率】 

（３）７６．６％（目標値 ７０％） 
 （４）５８．６％（目標値 ７０％） 
 

＜中２の問題＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平均正答率 
   ２８．５％（目標値 ５０％） 

 
◆ 理科の指導の改善に向けて 

◇ 野外での観察が困難であることが推測されるが，地層の重なり方や広がり方について規則性
を見いだせるような手立てが必要だと考える。また，立体的に広がる地層や宇宙の構造につい
て，イメージがもちやすいようにＩＣＴを効果的に活用することが必要である。 
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○ 外国語の結果から分かること 
（中学校） 

◇ 成果  
英文の内容を活用すること 

◆ 課題  
テーマにもとづいて，まとまった英文を書くこと 

＜中２の問題＞ 
英文の情報をもとに，登場人物がしたことを表に
まとめる問題 
 
 

 
平均正答率 ５６．８％ 
（Ｈ３１年度４３．９％） 

＜中２の問題＞ 
「場所」「食べ物」「気候」などから，岡山のよい
ところを１つ選び，３文以上の英語で書く問題 
 

平均正答率  
①おかやまのいいところ  ３２．７％ 
②詳しい情報       ２２．９％ 
③詳しい情報       ２３．２％ 

 
（参考：Ｈ３１年度） 
自己紹介の手紙を 3 文以上の英語で書く問題 

 
平均正答率  

①自分の名前       ８３．１％ 
②詳しい情報       ８４．０％ 
③詳しい情報       ７５．５％ 

 
 
◆ 英語の指導の改善に向けて 

◇ 平成３１年度に課題があった問題については，本年度の調査で改善が見られたもの（対話の聞き
取り／⻑文読解）が多く，授業改善の成果が表れている。 

◇ テーマによって英作文の正答率が大きく変動することから，例えば，英語を読んだり聞いたりし
た後や会話した後に，その内容について感想や自分の考えを（短い文章でも）書く場面を設定し，
様々なテーマに触れることが必要である。 
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◆質問紙の結果概要 
 
 今年度の児童生徒の回答結果は，昨年度の結果と比較して大きく変化しており，新型コロナウイルス
感染症による臨時休業（3/2〜25，4/21〜5/20）が児童生徒の学習状況に明確な影響を及ぼしている。 
 小学校・中学校の結果を合わせてみると，家庭学習時間がやや増加した一方，他の項目では，昨年度
と変わらないか，または，状況が悪化している。 

意識調査について「家庭学習状況」，「授業づくり」，「授業理解」，「家庭学習時間」，「ゲームやイン
ターネット等の使用時間（※）」，５つの領域ごとに結果を示す。  

※「ゲームやインターネット等の使用時間」は，平日１日当たりにゲームや携帯電話やスマート
フォンで通話やメール，インターネットをする時間。 

 
【家庭学習状況】≪質問番号（１）〜（４）≫ 
 平成２９年度から平成３１年度まで改善傾向で
あったが，今年度，小学校第４・５学年，中学校第
１学年では，肯定的な回答をした児童生徒の割合
が，全ての学年で減少している（−０．７ポイント
〜―７．５ポイント）。 
 一方，中学校第２学年では，「家で，学校の宿題を
している」の項目以外は，昨年度より肯定回答が増
加している（４．３ポイント〜５．７ポイント）。 
 
【授業づくり】≪質問番号（５）〜（９）≫ 
 小学校第４学年以外で，平成２９年度から平成３
１年度まで改善傾向であったが，今年度，全ての学
年で，肯定回答が減少している（−０．２ポイント
〜―７．９ポイント）。 
 
 
 
【授業理解】≪質問番号（１０）〜（１４）≫ 
 平成２９年度から平成３１年度まで改善傾向で
あったが，今年度は，小学校第４・５学年では，肯
定回答が減少し（小４社会：−４．７ポイント），中
学校第１・２学年では，肯定回答が増加（中２数学：
７．０ポイント）している。 
 また，「（教科）の授業の内容はよく分かる」とい
う質問に対し，「当てはまらない」と回答した児童生
徒の割合は，小学校第４・５学年では，増加し，中
学校第１・２学年では減少している。 
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【家庭学習時間】≪質問番号（１５），（１６）≫ 
 １時間以上勉強した児童生徒の割合は，昨年度よ
り，全ての学年で増加している（中学校第２学年で
は，＋１１．３ポイント）。特に，中学校第１・２学
年において増加幅が大きい。また，３時間以上勉強し
た児童生徒の割合については，中学校で増加してい
る。 
 
【ゲームやインターネット等の使用時間】 
≪質問番号（１７），（１８）≫ 
 平成２９年度より，毎年全ての学年で増加してい
る。昨年度と比較し，１時間以上が０．７〜８．９ポ
イント，３時間以上が１．１〜４．６ポイント上昇し
ている。 
 また，小学校第４・５学年に比べ中学校第１・２学
年の方が，使用時間が⻑いが，前年度からの増加幅は，
小学校第４・５学年の方が大きい。 
 
◆質問紙の結果より 
 小学校第４・５学年については，中学校第１・２学年と比較し，授業理解と，家庭学習時間の項で増
加幅が小さく，ゲームやインターネット等の使用時間の項目で増加幅が大きいことから，中学生より小
学生の方が，新型コロナウイルス感染症による臨時休業の影響が大きかったと考えられる。その要因と
して，小学校では，毎日の学校での授業と宿題を教員と保護者とが連携して児童の学習を支援していた
が，臨時休業に伴い，児童だけで家で生活する時間が増え，一人で学習に取り組むことが困難になった
ためである。また，その影響は学校再開後の授業にも及んでいると考えられる。 

一方，中学校第１・２学年では，授業理解や家庭学習時間の項目は改善している。また，ゲームやイ
ンターネット等の使用時間について，１時間以上使用する生徒の割合が，０．７〜７．８ポイントの上
昇であったが，約２か月間の臨時休業の期間を考慮すると，比較的に上昇の幅が穏やかであった。これ
は，生徒が自分でルールを決めて生活できていたと考えられる。さらに，「家で，自分で計画を立てて勉
強している」生徒の割合が，中学校第２学年のみ昨年度より増加していることから，臨時休業中の自宅
での生活について，自分で計画を立てて生活や勉強をすることができたからである。また，これまで，
授業改善と家庭学習の取組を進めてきており，その取組の成果が表れていると考えられる。 

 今回の調査では，学年が下がるほど，臨時休業の影
響が大きく，学校教育の重要性が明らかになった。ま
た，小学校においては，授業が分からない児童が増加
しているので，児童一人一人の学習状況を的確に把握
し，未習熟の内容について補充学習を行うなどと取組
を工夫する必要がある。 
 今後，臨時休業のために増加したゲームやインター
ネット等の⻑時間使用が定着しないように，学校再開
後の児童生徒の生活習慣を継続的に把握するととも
に，ルール作りについて，支援する必要がある。 
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「平成３１年度との比較（肯定回答）」 
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